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1.  平成24年3月期第2四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 293 11.2 △47 ― △47 ― △48 ―

23年3月期第2四半期 263 △3.2 △29 ― △29 ― △24 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △274.93 ―

23年3月期第2四半期 △172.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 134 5 △1.3

23年3月期 110 53 42.6

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  △1百万円 23年3月期  47百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

24年3月期 ― 0.00

24年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 660 41.9 △46 ― △46 ― △32 ― △180.18



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 177,600 株 23年3月期 177,600 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q ― 株 23年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 177,600 株 23年3月期2Q 143,530 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料Ｐ３ 「業績予想に関する定性的情報」 をご覧ください。 
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当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、景気の持ち直しの動きは見られるものの、東日本大震

災の甚大な被害に加え、欧米の金融不安等により、幅広い業界での企業活動の停滞や消費意欲の低下が

みられる等、依然として先行きが不透明な状況となっております。 

このような経済環境の中、東京都心５区（千代田・中央・港・新宿・渋谷区）のオフィスビル市場に

おいては、平成23年９月末時点の平均空室率が8.64％となり、前事業年度末比で小幅に改善されていま

す。（注） 

その一方で、東京都心５区の平成23年９月末時点における平均賃料は前年同月比で653円（3.69％）

下落し17,056円／坪となり、引き続き調整局面が続いております。（注） 

このような環境の下、当社は引き続き顧客企業の移転時におけるコスト削減需要を捉えるため、不動

産物件の仲介から内装工事、各種インフラの整備やオフィス機器・什器の手配までをトータルにサポー

トするソリューション事業を中心に事業活動を進めてまいりました。 

このような事業活動の結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高が293,117千円と前年同四

半期と比べ29,543千円（11.2％）の増収、営業損失が47,909千円（前年同四半期は29,884千円の営業損

失）、経常損失が47,605千円（前年同四半期は29,879千円の経常損失）、四半期純損失が48,826千円

（前年同四半期は24,763千円の四半期純損失）となりました。 

（注）大手不動産会社調べ 

  

当第２四半期会計期間末における総資産は、134,142千円（前事業年度末比23,821千円増）となりま

した。流動資産につきましては、107,249千円（同9,546千円増）となりました。増減の主な要因としま

しては、現金及び預金の減少（同16,277千円）並びに内装工事等の売上の増加に伴う売掛金の増加（同

24,212千円）があったことによります。固定資産につきましては、事務所移転に伴う有形固定資産の新

規取得による増加（同6,836千円）並びに自社サービス用ソフトウェアの取得による無形固定資産の増

加（同7,697千円）があったことで、26,892千円（同14,275千円増）となりました。 

負債は、129,042千円（同72,648千円増）となりました。増減の主な要因としましては、内装工事等

に係る仕入の増加による支払手形及び買掛金の増加（同55,790千円増）等があったことによります。 

以上の結果、純資産は、当第２四半期会計期間における四半期純損失の計上等により5,100千円（同

48,826千円減）となり、自己資本比率は、前事業年度末の42.6％から△1.3％となりました。 

  

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前事業年度末と比べ

16,277千円減少し38,276千円となりました。 

 なお、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

  

営業活動の結果使用した資金は503千円（前年同四半期は17,369千円の使用）となりました。収入

の主な内訳は、仕入債務の増加55,790千円、未払金の増加7,475千円等であり、支出の主な内訳は、

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報

（２）財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
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税引前当期純損失48,384千円、売上債権の増加24,212千円、前払費用の増加2,833千円等でありま

す。 

  

投資活動の結果使用した資金は14,979千円（前年同四半期は得られた資金又は使用した資金はあり

ません）となりました。支出の主な内訳は、有形固定資産の取得による支出8,401千円、無形固定資

産の取得による支出6,633千円であります。 

  

財務活動の結果使用した資金は793千円（前年同四半期は得られた資金又は使用した資金はありま

せん）となりました。支出の内訳は、株式の発行による支出793千円であります。 

  

平成24年３月期の業績予想につきましては、平成23年10月３日に公表いたしました内容から変更はご

ざいません。 

 なお、本資料は発表日現在において入手可能な情報に基づいた見通しであり、実際の金額は今後  

の様々な要因によって変動する場合があります。 

  

会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用 

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４

日）を適用しております。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

（３）業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(その他)に関する事項

  追加情報
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当社は、前々事業年度に４事業年度振りに営業利益を計上したものの、前事業年度において再び営業

損失を計上し、当第２四半期累計期間においても引き続き営業損失を計上しており、また営業活動によ

るキャッシュ・フローについては、前事業年度まで５事業年度連続でマイナスとなっており、当第２四

半期累計期間においてもマイナスとなっております。これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じ

させるような状況が存在しております。 

当社においては、当該状況を解消し黒字化を図ることが取り組むべき最優先課題であると考えてお

り、以下に示す施策に取り組んでいる最中でございます。 

・ソリューション事業の強化及び収益力の向上 

不動産物件の仲介から内装工事、各種インフラの整備やオフィス機器・什器の手配までを行うソリ

ューション事業においては、引き続き取り組みを強化してまいります。具体的には、物件情報の充

実、駅すぱあと・Ｇｏｏｇｌｅマップの組込み等、平成23年８月に完了いたしましたナビサイトのリ

ニューアルにより集客を強化した結果、平成23年９月度のナビサイトへの自然検索訪問者数は、前月

までの約10倍と飛躍的に増加いたしました。なお、平成23年10月度の問合わせ件数に関しては前月比

で約2.4倍となり、こちらも飛躍的に増加しております。さらに、問合せチャネルの複線化としての

紹介営業や代理店の構築、グループ会社顧客への働きかけ強化等については順調に推移しており、引

き続き取り組みの強化に努めてまいります。また、事業全体レベルでフォーバルグループのリソース

と共有化を図り、引き続き低コストオペレーション化に取り組むことで、収益力の向上を図ってまい

ります。 

  

・事業基盤の強化 

ナビサイトや代理店等からの紹介、グループ会社顧客への働きかけ等、不動産関連業務の問い合わ

せからオフィス仲介、内装工事、各種インフラ・オフィス機器、オフィス什器の手配までの各プロセ

スの数値管理を徹底することと、業務フロー・役割分担を明確化することによる顧客対応レベル及び

サービスレベルを向上させることで、事業基盤の強化を図ってまいります。 

  

当社といたしましては、以上の施策を実施することによって、継続企業の前提に関する重要事象等を

解消できるものと考えており、継続企業の前提に関する不確実性は認められないものと判断しておりま

す。 

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期財務諸表
（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 54,553 38,276

受取手形及び売掛金 43,749 67,962

その他 5,302 7,888

貸倒引当金 △5,902 △6,878

流動資産合計 97,703 107,249

固定資産

有形固定資産 887 7,724

無形固定資産 1,411 9,109

投資その他の資産

その他 11,452 11,148

貸倒引当金 △1,135 △1,089

投資その他の資産合計 10,317 10,059

固定資産合計 12,616 26,892

資産合計 110,320 134,142

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,952 76,742

未払金 20,772 28,091

未払法人税等 1,608 677

賞与引当金 1,778 3,375

関係会社整理損失引当金 92 661

資産除去債務 1,617 1,620

その他 9,570 17,873

流動負債合計 56,393 129,042

負債合計 56,393 129,042

純資産の部

株主資本

資本金 146,505 146,505

資本剰余金 46,505 46,505

利益剰余金 △145,993 △194,819

株主資本合計 47,018 △1,808

新株予約権 6,909 6,909

純資産合計 53,927 5,100

負債純資産合計 110,320 134,142
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（２）四半期損益計算書
第２四半期累計期間

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

売上高 263,574 293,117

売上原価 149,448 200,500

売上総利益 114,126 92,617

販売費及び一般管理費

給料及び手当 9,658 26,644

その他の人件費 64,769 29,301

その他 69,581 84,580

販売費及び一般管理費合計 144,010 140,527

営業損失（△） △29,884 △47,909

営業外収益

受取利息 4 5

受取手数料 － 285

雑収入 0 12

営業外収益合計 4 304

経常損失（△） △29,879 △47,605

特別利益

賞与引当金戻入額 500 －

事業譲渡益 6,041 －

その他 19 －

特別利益合計 6,561 －

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 243 －

本社移転費用 － 210

関係会社整理損失引当金繰入額 219 568

特別損失合計 462 779

税引前四半期純損失（△） △23,780 △48,384

法人税、住民税及び事業税 475 475

法人税等調整額 507 △33

法人税等合計 983 442

四半期純損失（△） △24,763 △48,826
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △23,780 △48,384

減価償却費 242 1,265

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,239 930

賞与引当金の増減額（△は減少） 200 1,597

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） 219 568

受取利息及び受取配当金 △4 △5

売上債権の増減額（△は増加） 24,138 △24,212

たな卸資産の増減額（△は増加） 61 73

仕入債務の増減額（△は減少） △6,373 55,790

未払金の増減額（△は減少） △9,525 7,465

未払費用の増減額（△は減少） △2,090 1,098

前受金の増減額（△は減少） △189 5,988

前払費用の増減額（△は増加） 125 △2,833

未収入金の増減額（△は増加） 1,575 △340

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,894 808

未収消費税等の増減額（△は増加） － 546

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は
減少）

－ △456

その他 878 1,201

小計 △16,178 1,099

利息及び配当金の受取額 4 4

法人税等の支払額 △1,195 △1,608

営業活動によるキャッシュ・フロー △17,369 △503

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 － △8,401

無形固定資産の取得による支出 － △6,633

差入保証金の回収による収入 － 54

投資活動によるキャッシュ・フロー － △14,979

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による支出 － △793

財務活動によるキャッシュ・フロー － △793

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △17,369 △16,277

現金及び現金同等物の期首残高 23,314 54,553

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,945 38,276
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当第２四半期累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

当第２四半期累計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

当社は、平成23年10月３日に、株式会社フォーバルと当社の顧客名簿を一部譲渡する契約を締結いた

しました。 

  

当社は、より一層経営資源を不動産関連業務に集中するために、中部地区の顧客名簿および首都圏地

区の一部の顧客名簿を譲渡し、不動産関連収益の拡大の強化をいたします。また譲渡によりグループ会

社との顧客の住み分けが明確になり、相互の顧客への働きかけが更に円滑に進められるためでありま

す。 

  

株式会社フォーバル 

  

平成23年10月３日 

  

当社の中部地区の顧客名簿及び首都圏地区の一部の顧客名簿の譲渡 

  

15,323千円(税込) 

  

本契約の締結により、不動産関連事業により一層注力することができるようになり、将来の収益改善

が見込まれますが、現時点において将来における営業活動への影響について合理的な見積を行うことは

困難であります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象

①契約の理由

②契約の相手会社の名称

③締結の時期

④契約の内容

⑤契約金額

⑥契約の締結による営業活動等への影響
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